
より正確な歯髄診断から。

通電ジェル（歯磨材）を少量塗布し、検査します。

　パルプテスター　は低出力電圧でも充分なデータを得られる
  パルストレイン方式。患者さんに強い痛みや不快感のより
  少ない歯髄診断が可能です。

歯髄の生死の正確な診断は、歯牙の将来に関わること。
 パルプテスター  による精度の高い歯髄診断は、
いま注目のＭIでも大変重要視されています。

電気式歯髄診断器

149,500円
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禁無断転載

日常臨床における
電気歯髄診断の有効性について

電気歯髄診断器

株式会社ヨシダはISO9001とISO13485を取得しています。
詳しくはヨシダホームページをご覧ください。

http://www.yoshida-dental.co.jp  

あれは今から25年ほど前、根管充塞のオピアンキャリア法を考案された、今は亡き大津晴弘先生と2人で矯正1週間の研修旅行へ行き、

合間に歯内療法の専門医で当時ADAの副会長だったワーレン.T.ワカイ先生のところへ表敬訪問したときだった。「今度新発売された

この電気歯髄診断器は、患者様にとって不快なドンとくる痛みもなくジェントリーで、歯科医師にとっても大変使い易く、生死の判断が容

易ですよ」といわれて、電気歯髄診断器を見せていただいた。歯磨材を介在してハンディなテスターのチップの先を歯面に付けるとON

になり、0から80までのデジタル表示でスピードコントロールが付いている。早速手配してもらい日本に持ち帰り、翌日から使うようにな

った。本当に患者様の受けも良く、術者にとってもハンディで信頼性の高い機器となっている。

数年前、当院にて研修している大学専攻生が、私に質問いたしました。「先生の医院には、歯髄診断器はないのですか？」私は彼女の素朴

な疑問に、はっといたしました。現在でも、歯髄歯周疾患において、レントゲンでの診断と患者さんの訴えとの食い違いに悩むことは多くあり、

そのとき歯髄診断の重要性は十分認識しながらも、従来の歯髄診断器は信頼性が低いという理由で、使用しなくなっていたのです。つまり

悩んだとき、あとは待機的診断と経験で治療に介入する時期をさぐることをしていました。しかしこの考えは、低侵襲治療（やりすぎないで

結果を出す技術）をベースとして臨床を行う場合、治療介入の時期が遅れ、病態を重症化させる危険性もはらんでいます。やはりここで

精度の高い歯髄診断が必要です。電気歯髄診断器は従来の患歯に接触させてから、手動でダイヤルを回して電気抵抗値を高めていき

歯髄の反応を診るのではなく、患歯に接触させるだけですべてがオートマチックにゆっくりと電気抵抗値が上がっていき反応を診るという

ものです。患者さんにあの急激な痛みを感じさせることなく、ゆっくりと歯髄刺激をあたえ反応をみることができるので、かなり正確な診断

ができると感じております。低侵襲医療は正確な診断を実践するうえに成り立つと考えています。21世紀前半は、患者さんの予防意識の

向上によりう蝕の軽症化がどんどん進むでしょう。そのとき患者さんが、我々術者に望むことは、歯の一回目の死である抜髄をしないで処

置してほしいということです。そのために歯髄診断力を高めるために電気歯髄診断器を使っています。


